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表1　4大進学者の変化（実数）
特  集
　東日本大震災の少し前から千葉商科大学（Chiba 
University of Commerce, 以下 CUC）にお世話になっ
ているので６年と少々の時間がたつのですが、先日
The University DINING の前で日傘を差して３号館
方面に向かっている女子学生を見かけて、CUC の女
性も色々と変わってきているのかもと感じたところで
す。本稿では、前半で4年制大学（以下４大）に進学
する女子の現状を色々なデータから読み解き、後半で
は女子の働き方の変化から大学に求めることが変わっ
てきているのではという実感を述べています。
まずは CUC の現況について
　CUC の女子比率が世間的にどうなのかということ
を学問系統別に見てみます。まず大学全体の比率で
は商学・経済学系統で28.4%、社会科学系その他で
38.1%、社会学系統54.9%、国際関係学は65.1% となっ
ています。対して CUC の女子学生の割合はおよそ商
経学部18%、政策情報学部26％、サービス創造学部
37％、人間社会学部20％、国際教養学部39％なので、
学問系統から見てもサービス創造学部以外は女子比率
はそれほど高くないのが現状です。逆に考えると女子
学生比率を上げる余地がまだまだあると考えられま
す。世間的な比率で換算すると毎年約550名程度（定
員充足率110% として）の女子学生が入学することに
なります。今年度の一年生で380名弱なのでまだまだ
乖離が大きい状況です。
　この後はマーケットの様子を一気に分析したあとで
未来の CUC 女子について考えていきます。
※数字が多く出てきますが特に記述がないものは
「2016年の学校基本調査」を出典にしています。
　４大進学状況（進学者の全体傾向）を過去との比較
で考察します。まずは４大進学率と進学者数の推移に
ついてです。
　高校生の子供がいそうな45歳の保護者が高校を卒
業した1990年との比較で見ていきます。2016年の
調査なので26年のギャップがあります。
　メディア等では大学進学率の上昇が話題になること
が多いですが、実数でみると、18歳人口が大きく減
少しましたが４大＋短大進学者は比例しては減りませ
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イントロ１
女子の進学動向の変化2
女子の４大進学にまつわるエトセトラ
女性の活躍が地域社会を変える
大学 + 短大 ４大進学者 短大進学者 １８歳人口
1990 年 727,535 492,340 235,195 2,004,525 
2016 年 676,648 618,423 58,225 1,190,262 
差分 -50,887 126,083 -176,970 -814,263 
シェア 93.01% 125.61% 24.76% 59.38%
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んでした。短大が極小化しましたが４大は増加傾向に
あります。言い換えると短大進学者の激減分を４大進
学者が拾い上げていますが、そもそもの18歳人口減
が大きいので４大＋短大進学者は減少しています（ち
なみに４大＋短大進学者が一番多かったのは1993年
の809,962名でそれ以降は減少トレンドとなっていて
2018年までは横ばいとなっています）。
　約25年で短大への進学率は40% にまで減少し女子
の４大への進学率は３倍になっています。
　短大に進学するのがほとんど女子なのを考えると、
この大きな変化は主に女子の４大進学によって形成さ
れています。CUC の現在の女子比率を考えると女子
が４大に舵を切った時期にトレンドに乗り切れなかっ
たからかもしれません。
全国の４大進学者の状況についてのまとめ
　大きな流れとして26年間で18歳人口が４割減って
います。それに伴い大学＋短大の進学者は減少してい
ますが、分母の減少が大きいので進学率は上昇してい
ます。女子が短大進学から４大進学に変わっているこ
とで４大進学者は増加傾向となり、短大が18歳人口
減と４大シフトの影響で激減しています。共に人気校
だった立教女学院短期大学は18年度から、青山学院
女子短期大学も19年度から募集停止になるのが短大
志願者減の象徴です。
南関東＋αの状況を見る
　南関東４県で比較すると埼玉と千葉の数字は1％以
上の違いはなくほぼ同様ですが東京は専修学校進学者
も就職者もシェアが大きく下がっています。神奈川は
専修学校のシェアはそれほど開いていませんが就職者
の割合が低くなっています。比較用に進学率が伝統的
に高い地域として京都を追加しましたが専修学校進学
率が神奈川より低く、就職者が神奈川と同様になって
います。近県であっても一律に数字が上下するのでは
なく、何らかの理由で県ごとに違いが存在しています。
　大学に短大が含まれるので表３よりも大学進学率が
上昇していますが、女子の専修学校進学率の上昇がよ
り目立つ結果です。意外なのは就職者の割合が男女合
計よりも下がることです。
　東京の男女別構成比を別にすると埼玉、千葉、神奈
川の男女比に大きな違いは見られませんが女子の構成
比は全国平均を下回っています。埼玉、千葉は専修学
校進学者が多いことと神奈川は短大進学者が多いと考
えられます。
表２　4大への進学率推移
全体 男子 女子 短大
1990 年 24.6% 33.4% 15.2% 11.7%
2016 年 52.0% 55.6% 48.2% 4.9%
シェア 211.38% 166.47% 317.11% 41.88%
表３　南関東＋αの状況（進路別）
※大学には短大を含む
大学進学率 専修学校進学率 就職者の割合
埼玉 56.9% 17.1% 14.6%
千葉 56.1% 17.8% 13.8%
東京 66.5% 12.3% 6.8%
神奈川 61.5% 16.0% 8.5%
全国 54.7% 16.4% 17.9%
京都 66.5% 13.7% 8.5%
表５　南関東 + αの状況（４大進学者実数と男女別構成比）
合計 男子 構成比 女子 構成比
埼玉 29,806 16,197 54.34% 13,609 45.7%
千葉 25,390 13,624 53.66% 11,766 46.3%
東京 64,159 30,535 47.59% 33,624 52.4%
神奈川 37,324 19,663 52.68% 17,661 47.3%
全国 521,320 271,877 52.15% 249,443 47.8%
京都 13,846 7,171 51.79% 6,675 48.2%
※大学には短大を含む
表４　南関東 + αの状況 （進路別 / 女子のみ）
大学進学率 専修学校進学率 就職者の割合
埼玉 57.9% 21.3% 13.2%
千葉 56.7% 22.2% 12.0%
東京 69.9% 14.0% 5.4%
神奈川 62.4% 20.0% 6.8%
全国 57.2% 20.1% 14.1%
京都 68.7% 16.4% 6.2%
南関東での女子の進学動向2
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南関東の高校卒業者（女子）の状況についてのまとめ
　性差が県によってばらつきがあるということは、何
らかの要因が進学率に影響していると考えられます。
例えば女子の４大進学を妨げている学問に対する地域
の価値観、学力、ムードなどの人的要因に支配されて
いる要素を排除できるかが変化のポイントではないか
と思います。現時点の４大進学者で女子の構成比が低
いのは短大や、女子が多い職業を目指せる専門学校へ
の進学という選択等、選択肢が多いからと考えられま
す。CUC の女子比率を向上させるとしたら、何らか
の方策で短大・専門学校のマーケットから獲得するの
が近道かと思います。
　学部の増加と足並みを揃えるように女子の受験者は
増加を続けています。世間的な数字から見ると数値的
にはまだまだ低く、昨年実績の1.5倍くらいが目指す
べき数字となっています。学部・学科間の女子比率は
この時点からかなり大きく差があり、サービス創造学
部と国際教養学部が突出して高く、商経学部経済学科
が下がっています。ここ数年で一般入試、センター利
用入試で学部併願の仕組みを導入したので、受験段階
では女子比率は平均化するかと考えていましたが、実
際は大きな変化はなく女子は受験先の絞り込みにブレ
がないと考えられます。
　表７が合格者に占める女子の割合で H29では程度
の差はありますが全ての学部・学科で受験時よりも女
子比率が上がっています。特にサービス創造学部では
13％強も女子比率があがっており入試での強さが際
立っています。表８では合格者の女子比率が受験時の
比率とどれだけ変化したかを数値化しました。数字が
大きいほど女子比率が上がっています。直近10年で
CUCの状況について3
表６ CUC 受験者の女子比率（直近10年間分）
商経学部
政策情報学部 サービス創造学部 人間社会学部 国際教養学部 合計 女子延人数商学科 経済学科 経営学科
H29 19.4% 13.7% 17.5% 18.6% 31.4% 20.4% 27.4% 20.2% 1,098 
H28 20.7% 11.1% 17.1% 16.7% 29.6% 22.2% 27.2% 19.4% 797 
H27 22.4% 14.3% 17.2% 18.1% 29.3% 26.5% 27.2% 21.2% 762 
H26 18.9% 10.4% 18.5% 21.4% 28.5% 14.8% 18.4% 459 
H25 20.3% 8.9% 17.0% 18.0% 28.4% 17.5% 429 
H24 20.3% 8.6% 14.5% 24.4% 26.1% 17.1% 463 
H23 22.5% 10.1% 16.4% 19.7% 30.0% 17.9% 541 
H22 21.6% 7.7% 17.2% 18.2% 29.7% 17.3% 505 
H21 19.2% 7.9% 14.2% 16.2% 19.8% 14.5% 433 
H20 18.6% 8.4% 17.8% 23.7% 15.8% 431 
表７ CUC 合格者の女子比率（直近10年分）
商経学部
政策情報学部 サービス創造学部 人間社会学部 国際教養学部 合計 女子延人数商学科 経済学科 経営学科
H29 24.3% 13.8% 20.6% 24.2% 44.7% 23.3% 34.9% 24.9% 379 
H28 24.7% 12.2% 20.0% 24.7% 34.7% 23.8% 31.5% 23.3% 362 
H27 24.4% 15.6% 19.2% 21.7% 32.9% 31.0% 31.7% 23.8% 326 
H26 20.4% 10.3% 19.6% 22.5% 31.9% 16.8% 19.6% 239 
H25 22.0% 10.3% 19.2% 18.2% 36.8% 20.0% 266 
H24 23.5% 9.9% 17.0% 26.9% 29.4% 19.9% 300 
H23 26.4% 11.3% 17.5% 21.8% 36.2% 21.0% 327 
H22 24.2% 9.7% 18.3% 18.7% 33.5% 19.6% 332 
H21 21.3% 9.8% 16.7% 17.5% 26.7% 17.3% 289 
H20 19.3% 9.1% 18.7% 23.6% 16.7% 266 
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はほとんどの入試で女子比率が向上しています。
　表９では入学者の女子比率を算出しています。表６
の受験者の女子比率よりも入学者の女子比率が大きく
増えている学部が目立ちます。大きく３グループに
なっていて30% 台後半以上のサービス創造学部、国
際教養学部、20％台前半の商経学部商学科、政策情
報学部、人間社会学部、10％前半以下の商経学部経
済学科、商経学部経営学科です。
　表10に受験者と入学者の女子比率のギャップをま
とめましたが、商経学部商学科、政策情報学部、サー
ビス創造学部、国際教養学部はほとんどの年で入学者
の女子比率が上昇しています。
　表11は合格者と入学者の比較です。数字が大きい
ほど入学者の女子比率が高くなっているのですが、国
際教養学部を除くとほとんどの学部・学科で数字が悪
くなっています。この表で見ると増加している国際教
養学部、横ばいの商経学部商学科とサービス創造学部、
10% 強減少の人間社会学部と政策情報学部。40% 近
く減少する商経学部経済学科、商経学部経営学科の４
グループに分類できます。
CUCの状況についてのまとめ
　女子比率が受験、合格、入学で変動するのはいくつ
か理由があります。まずは合否の問題でこれは性別に
関係なく実力で決まってしまうのですが、毎年女子の
合格比率が高くなっています。AO・推薦では事前に
十分準備をして入試に臨み、一般・センター利用では
学力が高い女子が多いことになります。ただ、女子の
合格者が実際の進学先としてそれぞれの学部・学科を
選んだかどうかで見ると、CUC としてもう少し選ば
れる努力をする必要がありそうです。
　今回は入試の話だけですが、それ以外にも在学中に
留学する比率も女子の方が高いですし、就職率も同様
に女子が高くなっています。ゼミやサークルでもリー
ダーが女子である例はあちこちで見られるように思い
ます。女子の入学者を増やすことで大学の質が変化す
表９　CUC 入学者の女子比率について（直近10年分）
商経学部
政策情報学部 サービス創造学部 人間社会学部 国際教養学部 合計 女子延人数商学科 経済学科 経営学科
H29 23.0% 8.7% 12.9% 21.1% 43.6% 20.3% 39.3% 23.0% 379 
H28 22.5% 9.1% 17.9% 25.5% 36.8% 19.7% 39.5% 22.8% 362 
H27 24.8% 10.7% 12.2% 18.7% 32.5% 29.4% 41.4% 22.9% 326 
H26 20.1% 7.5% 17.7% 20.9% 33.2% 14.4% 19.6% 239 
H25 19.8% 8.3% 15.6% 17.9% 36.1% 19.0% 266 
H24 22.7% 8.9% 15.9% 26.3% 29.0% 19.9% 300 
H23 24.9% 8.4% 15.3% 19.7% 35.8% 20.0% 327 
H22 22.4% 11.4% 15.7% 20.2% 33.0% 19.8% 332 
H21 21.2% 8.6% 15.0% 17.3% 26.0% 17.0% 289 
H20 18.5% 8.5% 17.5% 22.6% 16.1% 266 
表８　CUC 合格者の受験者比率との差（直近10年分）
商経学部
政策情報学部 サービス創造学部 人間社会学部 国際教養学部 平均商学科 経済学科 経営学科
H29 125.0% 100.8% 117.8% 130.3% 142.4% 114.0% 127.4% 122.5%
H28 119.4% 109.9% 117.2% 147.9% 117.2% 107.3% 116.0% 119.3%
H27 108.9% 109.4% 111.7% 119.9% 112.4% 116.9% 116.4% 113.7%
H26 107.8% 98.8% 106.0% 105.0% 111.8% 113.6% 107.2%
H25 108.3% 115.4% 112.6% 101.2% 129.7% 113.4%
H24 116.0% 115.3% 117.1% 110.1% 112.8% 114.3%
H23 117.1% 112.2% 106.5% 110.8% 120.8% 113.5%
H22 112.3% 125.6% 106.2% 102.9% 112.8% 112.0%
H21 110.7% 123.3% 117.2% 107.7% 134.7% 118.8%
H20 103.9% 108.3% 105.1% 99.7% 104.3%
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る可能性が高くなります。せめて冒頭で触れた学問系
統別の平均的な比率には近づけることで CUC の変化
が加速すると思っています。
　女子が選んだ「志望校検討時の重視項目（複数回答）」
のトップ10は下記となります。
1. 学びたい学部・学科・コースがあること 78.6%
2. 校風や雰囲気が良いこと 54.6%
3. 自分の興味や可能性が広げられること 51.2%
4. 就職に有利であること 40.6%
5. 自宅から通えること 43.5%
6. 学生生活が楽しめること 41.9%
7. 資格取得に有利であること 39.4%
8. 教育方針・カリキュラムが魅力的であること 39.3%
9. 学習設備や環境が整っていること 35.9%
10. 勉強するのに良い環境であること35.2%
出典：「進学センサス2013」リクルート進学総研
　傾向として偏差値等のスペックよりも自分にとって
のメリット（就職・資格）や校風、雰囲気、居心地を
重視している様子がみられます。ゆとり世代の終わり
頃がターゲットの調査なので現在は少し傾向が変わっ
ているかもしれないですが、大学の都心回帰で志願者
増などもこの流れで考えるとわかりやすくなります。
このランキングを参考に CUC の状況を分析してみる
と、学部の設置で「学びたい学部・学科・コース」が
表11　CUC 女子合格者比率 / 女子入学者比率について（直近10年分）
表10　CUC 女子入学者比率 / 女子受験者比率のギャップ（直近10年分）
商経学部
政策情報学部
サービス
創造学部
人間社会学部 国際教養学部 合計
商学科 経済学科 経営学科
H29 118.4% 63.4% 73.9% 113.8% 138.8% 99.3% 143.6% 113.9%
H28 108.8% 81.9% 105.1% 152.8% 124.2% 88.8% 145.4% 117.5%
H27 110.7% 75.0% 70.8% 103.2% 110.9% 110.7% 151.9% 107.8%
H26 106.2% 72.2% 95.8% 97.4% 116.3% 97.5% 106.6%
H25 97.4% 92.7% 91.5% 99.6% 127.3% 108.7%
H24 112.3% 103.2% 109.4% 107.5% 111.1% 116.2%
H23 110.7% 83.2% 93.2% 100.0% 119.6% 111.4%
H22 104.0% 147.0% 91.2% 111.0% 111.2% 114.2%
H21 110.1% 108.2% 105.2% 106.7% 131.2% 117.3%
H20 99.8% 100.9% 98.2% 95.4% 101.5%
商経学部
政策情報学部 サービス創造学部 人間社会学部 国際教養学部 合計商学科 経済学科 経営学科
H29 94.7% 62.9% 62.7% 87.3% 97.5% 87.1% 112.7% 86.4%
H28 91.1% 74.5% 89.7% 103.3% 106.0% 82.8% 125.3% 96.1%
H27 101.6% 68.6% 63.4% 86.0% 98.7% 94.7% 130.5% 91.9%
H26 98.5% 73.1% 90.4% 92.7% 104.0% 85.9% 90.8%
H25 89.9% 80.3% 81.3% 98.4% 98.1% 89.6%
H24 96.8% 89.5% 93.4% 97.6% 98.5% 95.2%
H23 94.5% 74.1% 87.5% 90.2% 99.0% 89.1%
H22 92.7% 117.0% 85.8% 107.9% 98.6% 100.4%
H21 99.4% 87.8% 89.7% 99.0% 97.3% 94.7%
H20 96.0% 93.2% 93.4% 95.7% 94.6%
一般的に大学はどう選ばれているのか4
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生まれ、「雰囲気や勉強するのに良い環境」として The 
University HUB や The University DINING 等の施設
ができたので、女子学生の増加に貢献していることは
確実だと思われます。もちろん「教育方針・カリキュ
ラム」として「実学教育」や「やってみる、という学び
方。」がありますし、資格取得も伝統の瑞穂会や IT 道
場などの取り組みで対応が進んでいます。これらの取
り組みが高校生とそのステイクホルダーに伝わってい
くことで、ここ数年の志願者増にも良い影響を与えた
と考えられます。
　では、この後さらに女子学生に向けてより良い教育
を推進していくために何をしていくのかが課題として
浮かんできます。すでに色々な施策を実施しています
し、ひたすら学部増や校舎の変更を行い続ける等々以
外のソリューションが必要となります。余談ですが武
蔵野大学は2003年に３学部の武蔵野女子大学から武
蔵野大学に校名変更して以降、学部のリストラを繰り
返して現在は２キャンパスで９学部の総合大学になっ
ています。東洋大学も学部を増やし続けて2017年時
点で13学部50学科と巨大化しています。
実学の大学にとっての重要な成果である就職とその先
から CUCは何をするべきかを考察してみる
　昭和60年からの30年間での変化を示しています。
昭和60年では「20 ～ 24歳」と「45 ～ 49歳」の２点
をピークに「30 ～ 34歳」が底となる M 字型カーブで
したが、働き続ける女性の増加と晩婚化とそれに伴う
第一子の出産平均年齢の上昇でカーブの底が浅くなり
率全体の大幅な上昇が見られます。また「20 ～ 24歳」
から「50 ～ 54歳」までの間で労働力率は70％を越え
ており女性がライフステージの変化にもかかわらず働
き続けていることがわかります。
　前段では高校生の大学選択の重視項目から考えまし
たが、大学卒業後に働き続けるという選択をする（せ
ざるを得ない）女性に対して CUC が大学としてどう
いった価値を提供できるかが、中長期的に考えると女
性に受ける雰囲気を作るよりも大事ではないかと考え
ています。もちろんそれは募集だけではなく大学の認
知のされ方にまで拡がっていくと思います。
　働き続ける女性に実学の大学として残せる価値はや
はり実学ではないかと思います。社会に出てから役に
立つことを学ぶことで卒業後に地域や職場での存在感
を増していく。そのことで CUC の教育が評価され、
就職が良くなり、資格取得率が上がり、出願が増える。
　この価値の再生産を確実に早く・強く回していくた
めに、女子にとって価値のある教育を確実に行い、女
子生徒に積極的に選ばれる大学になっていかないと
18歳人口が減り続ける未来でいいポジションを得る
ことはできないと募集を担当しながら思う次第です。
これからのマーケットに求められる
価値を作るために
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表12　女性の年齢階級別労働力率 厚生労働省
「平成27年版 働く女性の実情」
